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組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

０９秋年闘争も最終盤をむかえました。１０月

３１日に７００人を超える全県労働者決起集会を

開催し、ヤマ場への決意を固め合いました。

各単組では、年齢別初任給基準の改善や、非

正規職員の給与改善を勝ち取り、地域手当の

現行維持の回答を引き出すなど、ねばり強く

たたかいがすすめられています。
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名
古
屋
市
職
労
や
名
水
労
、

名
古
屋
市
病
院
労
組
と
、
港
職

労
は
、
市
人
事
委
員
会
が
９
月

に
出
し
た
、
マ
イ
ナ
ス
勧
告
と

の
厳
し
い
た
た
か
い
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
年

齢
別
最
低
保
障
給
の
改
善
や
係

長
級
の
６
級
昇
格
要
件
の
改

善
、
住
居
手
当
の
世
帯
主
要
件

の
緩
和
な
ど
、
前
進
回
答
を
引

き
出
し
ま
し
た
。
学
事
労
は
、

愛
知
県
が
地
域
手
当
の
一
律
支

給
と
支
給
割
合
を
見
直
す
と
し

た
攻
撃
を
は
ね
返
す
た
め
、
ひ

き
つ
づ
き
運
動
を
強
め
て
い
ま

す
。豊

橋
市
職
労
で
は
技
能
労
務

職
の
年
齢
別
初
任
給
基
準
と
昇

格
要
件
を
改
善
、
資
格
職
種
の

前
歴
換
算
の
改
善
な
ど
を
引
き

出
し
ま
し
た
。

地
域
手
当
は
、
総
務
省
・
県

市
町
村
課
が
国
基
準
の
見
直
し

を
強
め
て
い
ま
す
が
、碧
南
市
、

春
日
井
市
、
長
久
手
町
、
半
田

市
、
武
豊
町
、
西
尾
市
、
知
立

市
な
ど
で
は
現
行
を
維
持
す
る

回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
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勤
務
時
間
の
短
縮
に

つ
い
て
は
、
法
改
正
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
国
や
他
の
市
町

村
の
動
向
を
み
る
」
と

い
う
慎
重
な
態
度
を

取
っ
て
い
る
中
、
春
日

井
市
職
労
は
、
０９
年
４

月
実
施
を
前
提
に
、
３

月
議
会
で
条
例
改
正
す

る
こ
と
を
当
局
に
明
言

さ
せ
ま
し
た
。

非
正
規
職
員
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
豊
橋
で
保
育
士
及
び
病

院
看
護
師
パ
ー
ト
の
一
時
金
引

き
上
げ
、
豊
川
で
ク
ラ
ス
担
任

の
保
育
士
パ
ー
ト
に
１
０
５
円

上
乗
せ
、
知
立
で
嘱
託
職
員
の

時
間
単
価
を
引
き
上
げ
る
方
向

で
検
討
、
武
豊
で
勤
務
時
間
の

短
縮
を
見
込
ん
で
全
職
種
５
％

相
当
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
犬
山
で
は
、
給
食
調

理
パ
ー
ト
の
時
間
単
価
の
大
幅

な
引
き
下
げ
提
案
を
一
定
押
し

返
し
、
全
職
種
（
週
３０
時
間
以

上
勤
務
者
）
に
つ
い
て
３
年
以

上
の
継
続
勤
務
で
４０
円
加
算
、

ク
ラ
ス
担
任
の
保
育
パ
ー
ト
で

５０
円
加
算
の
回
答
を
引
き
出
し

ま
し
た
。

岩
倉
で
は
、
来
年
４
月
の
機

構
改
革
に
伴
う
、
パ
ー
ト
職
員

の
雇
用
止
め
攻
撃
を
基
本
的
に

は
ね
返
し
て
い
ま
す
。
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人
員
に
つ
い
て
は
、
豊
橋
市

で
今
年
度
は
現
業
職
員
１５
名
程

度
を
募
集
、豊
川
市
病
で
３
名
、

嘱
託
職
員
を
正
規
職
員
に
任
用

変
更
、
知
立
、
長
久
手
で
退
職

予
定
者
数
以
上
の
職
員
を
採

用
、
春
日
井
市
は
保
育
士
を
増

員
予
定
、
清
須
で
保
育
士
は
１

０
０
％
の
退
職
補
充
と
回
答
さ

せ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
春
日

井
市
は
、
現
業
職
場
の
委
託
の

考
え
方
が
示
さ
れ
て
き
て
お

り
、
組
合
は
直
営
堅
持
を
求
め

て
運
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

豊
川
市
は
、労
使
協
議
な
く
、

市
民
病
院
を
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
と
す
る
こ
と
を
１２

月
議
会
に
条
例
提
案
す
る
と
し

ま
し
た
。
全
部
適
用
に
す
る
理

由
は
、「
医
師
・
看
護
師
を
確

保
す
る
た
め
」「
改
革
の
姿
勢

を
示
せ
ば
医
師
が
集
ま
る
」
な

ど
何
の
根
拠
も
な
い
も
の
で
、

組
合
は
一
方
的
提
案
の
撤
回
と

労
使
協
議
・
合
意
を
求
め
て
た

た
か
っ
て
い
ま
す
。

１２
月
２
日
、
金
山
・
労
働

会
館
で
、愛
労
連
や
新
婦
人
、

市
民
団
体
な
ど
、
１
２
３
団

体
・
地
域
組
織
１０
万
人
で
構

成
し
て
い
る
「
革
新
市
政
の

会
」
の
臨
時
世
話
人
総
会
が

開
か
れ
、
来
春
の
名
古
屋
市

長
選
挙
の
候
補
者
と
し
て
、

愛
知
商
工
団
体
連
合
会
会
長

の
太
田
義
郎
さ
ん
を
推
薦
決

定
し
ま
し
た
。

「
革
新
市
政
の
会
」
は
、

候
補
者
の
検
討
基
準
と
し

て
、
�
「
憲
法
を
市
政
に
い

か
す
」
姿
勢
を
持
つ
、
�
市

民
の
幅
広
い
支
持
を
得
ら
れ

る
、
�
「
会
」
の
基
本
政
策

を
尊
重
す
る
、
と
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
「
い
の
ち
・

く
ら
し
・
平
和
」
が
、
大
切

に
さ
れ
る
名
古
屋
市
政
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
、
庶
民
の

気
持
ち
が
わ
か
り
、
幅
広
い

活
動
を
し
て
き
た
太
田
義
郎

さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し
ま
し

た
。太

田
義
郎
さ
ん
は
、「
４０

年
近
く
米
穀
店
を
営
む
中

で
、
市
民
の
生
活
を
間
近
に

見
て
、
く
ら
し
が
本
当
に
大

変
に
な
っ
て
い
る
と
ヒ
シ
ヒ

シ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
語

り
ま
す
。
そ
し
て
、「
台
所

か
ら
名
古
屋
市
政
を
見
て
き

ま
し
た
。
市
民
が
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
・
名
古
屋
に
つ

く
り
変
え
た
い
で
す
」
と
訴

え
、
最
後
に
「
多
く
の
子
ど

も
た
ち
、
障
害
者
、
高
齢
者

に
光
を
！
多
く
の
人
び
と
に

光
り
を
！
と
い
う
思
い
で
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」
と
立

候
補
の
決
意
を
熱
く
語
っ
て

い
ま
す
。

蒲
郡
市
職
は
、
市
民
病
院
の

医
師
不
足
（
０６
年
度
４９
人
、
現

在
３７
人
）
に
よ
る
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
と
経
営
の
悪
化
を
く

い
止
め
よ
う
と
、
市
民
と
共
に

「
蒲
郡
市
民
病
院
を
守
る
会
」

を
８
月
に
発
足
さ
せ
、
県
知
事

へ
の
医
師
確
保
を
求
め
る
署
名

に
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
ス

ー
パ
ー
前
で
の
署
名
行
動
に
は

１
３
６
人
の
看
護
師
な
ど
が
参

加
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
市

内
商
店
街
や
地
域
の
お
祭
り
な

ど
に
参
加
し
、
１２
月
２
日
に
３

万
２
４
６
筆
の
署
名
を
県
へ
届

け
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
医

師
不
足
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と

の
強
い
意
思
が
成
功
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

蒲蒲郡郡市市職職
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豊
橋
市
役
所
で
は
非
正
規
職

員
が
年
々
増
え
、
嘱
託
職
員
は

約
２
９
０
人
（
試
験
を
受
け
て

採
用
さ
れ
た
人
が
殆
ど
で
、
雇

用
契
約
は
１
年
で
４
回
更
新
可

能
）、
ア
ル
バ
イ
ト
保
育
士
は

約
８０
人
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
豊
橋
市
職
労
は
住
民

の
た
め
に
い
い
仕
事
を
し
て
い

く
仲
間
と
し
て
、「
均
等
待
遇
」

の
課
題
が
ま
す
ま
す
重
要
と
位

置
づ
け
、
１１
月
２５
日
、
嘱
託
職

員
の
方
々
を
対
象
に
「
し
ゃ
べ

り
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
５
年
雇

用
が
終
わ
り
、
引
き
続
き
働
き

た
い
場
合
は
試
験
を
受
け
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
年
の

勤
務
評
価
は
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
」、「
一
時
金
が
あ
っ
た
頃
は
、

毎
月
の
賃
金
が
少
な
く
て
も
仕

事
と
生
活
に
張
り
合
い
を
感
じ

た
」、「
自
分
の
月
収
で
何
と
か

生
活
を
支
え
て
い
る
。
安
心
し

て
働
け
る
雇
用
条
件
に
な
っ
て

ほ
し
い
」、「
私
の
職
場
で
は
、

明
ら
か
に
人
員
不
足
だ
と
思

う
。
正
規
の
方
も
必
死
に
働
い

て
い
る
。
自
分
も
定
時
に
帰
っ

た
こ
と
は
な
い
」
な
ど
、
切
実

な
声
や
不
安
定
な
実
態
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
職
労
は
、
継
続
し
て
学
習

会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ここれれっってて と
こ
と
ん

�
し
ゃ
べ
り
場
�

“偽装装請請負負”
じじゃゃなないい��

碧南公務公共一般労組

１１
月
２９
日
、
碧
南
公
務
公
共

一
般
労
組
が
、
碧
南
市
文
化
会

館
で
、「
偽
装
請
負
」
に
つ
い

て
学
習
会
を
開
催
し
、
２０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

碧
南
公
務
公
共
一
般
は
、
市

が
１
０
０
％
出
資
す
る
�
碧
南

シ
テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
（
学
校

給
食
の
委
託
）
に
勤
務
す
る
調

理
員
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
な
ど
の
要
求
を
す
る

と
「
民
間
業
者
へ
委
託
す
る

ぞ
」
と
脅
さ
れ
る
た
め
「
偽
装

請
負
」
の
正
し
い
知
識
を
得
よ

う
と
、
講
師
に
西
尾
市
職
の
簗

瀬
委
員
長
を
む
か
え
、
参
加
者

か
ら
「
自
己
の
責
任
に
お
い
て

処
理
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
」、「
指
揮
命
令
の
独
立

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と

い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
内
容
の
あ
る
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

豊 橋
市職労

トト
ヨヨ
タタ
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

広がる“トヨタショック”
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年末年始の旅行に

行事スポット共済

１１４４
兆兆
円円
貯貯
めめ
ここ
みみ
のの
一一
方方
でで

第
２５
回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
１１
月
３０
日
、
豊
田
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
は
減
益
で
も
６
０
０

０
億
円
も
の
黒
字
を
見
込
む
一

方
、
来
年
３
月
ま
で
に
期
間
従

業
員
を
６
０
０
０
人
（
１０
月
末

現
在
）
か
ら
３
０
０
０
人
に
半

減
す
る
方
針
で
す
。
１０
月
の
愛

知
県
の
有
効
求
人
倍
率
（
１
・

３８
倍
）
は
前
月
比
で
全
国
最
悪

の
下
げ
幅
を
記
録
し
、
５７
ヵ
月

ぶ
り
に
全
国
首
位
か
ら
２
位
に

転
落
。「
ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」

は
さ
ら
に
広
が
る
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
労
働

者
教
育
協
会
の
佐
々
木
昭
三
さ

ん
が
基
調
講
演
。
「
ト
ヨ
タ

シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
が
ト
ヨ
タ
に

は
ま
だ
６
０
０
０
億
円
の
収
益

が
あ
る
。
社
会
的
責
任
を
果
た

す
よ
う
追
及
す
る
と
同
時
に
、

派
遣
法
の
抜
本
改
正
の
運
動
も

し
て
い
こ
う
。
１４
兆
円
に
お
よ

ぶ
内
部
留
保
や
株
主
配
当
の
ほ

ん
の
一
部
を
使
う
だ
け
で
、
雇

用
は
十
分
守
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

寮寮
かか
らら
のの
追追
いい
出出
しし
もも

パ
ネ
リ
ス
ト
や
フ
ロ
ア
か

ら
、「
契
約
期
間
を
延
長
し
て

も
ら
え
る
か
心
配
」（
２０
代
の

期
間
工
）、「
年
末
に
寮
を
追
い

出
さ
れ
る
が
、
行
く
場
所
が
な

い
」（
外
国
人
労
働
者
）「
１０
年

前
の
利
益
水
準
に
戻
っ
た
だ

け
。
ば
く
大
な
利
益
の
源
泉
と

い
え
る
非
正
規
社
員
を
切
り
捨

て
る
こ
と
は
社
会
的
に
許
さ
れ

な
い
」（
豊
田
市
市
議
）
な
ど
、

非
正
規
労
働
者
の
大
量
解
雇
を

す
す
め
る
ト
ヨ
タ
に
対
し
、
社

会
的
責
任
を
問
う
発
言
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
デ

ン
ソ
ー
過
労
う
つ
病
裁
判
勝
利

の
報
告
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
内

野
過
労
死
裁
判
の
こ
れ
ま
で
の

経
過
と
和
解
内
容
の
報
告
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
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自
治
労
連
全
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１１
月
６
〜
８
日
、
埼
玉
県
所

沢
市
で
、
第
２０
回
自
治
労
連
全

国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
愛
知
県
代
表
の
名
古
屋

市
職
労
チ
ー
ム
が
、
２０
年
連
続

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

初
戦
は
強
豪
・
東
京
都
庁
職
。

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
前
に
２

セ
ッ
ト
を
と
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
い
つ
も
の
粘
り
を
取

り
戻
し
、
岩
手
・
盛
岡
市
職
労

に
２
―
０
で
快
勝
。続
く
埼
玉
・

上
尾
市
職
労
に
も
２
―
０
で
勝

利
し
ま
し
た
が
、
決
勝
リ
ー
グ

に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
草
間
聖
さ
ん

は
、「
今
年
は
、
去
年
入
部
し

た
仲
間
た
ち
が
大
活
躍
し
た
。

上
達
が
み
ら
れ
て
嬉
し
い
。
来

年
に
期
待
し
た
い
」
と
爽
や
か

に
語
り
ま
し
た
。

優
勝
は
、
東
京
都
庁
職
チ
ー

ム
で
し
た
。

������
����������
第第１１３３回回ああいいちち
機機関関紙紙・・宣宣伝伝学学校校

１１
月
２９
〜
３０
日
、「
第
１３
回

あ
い
ち
機
関
紙
・
宣
伝
学
校
」

が
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
８６
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
浅
尾
大
輔
さ
ん

が
「
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
蟹
工
船
」
と
題
し
、「
３

つ
（
生
存
・
誇
り
・
未
来
）
の

破
壊
が
社
会
で
は
お
き
て
い
る

な
か
、
若
者
が
労
働
組
合
に
加

入
し
、�
い
ま
を
生
き
さ
せ
ろ
�

と
社
会
運
動
が
お
き
て
い
る
」

と
講
演
。
そ
の
後
、
活
動
報
告

と
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

活
動
交
流
を
し
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
４
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
機
関
紙
づ
く
り
や
、
デ
ジ

カ
メ
で
写
真
を
と
る
な
ど
し
ま

し
た
。単単

組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

蟹
江
町
職
労
（
１２
月
５
日
）

執
行
委
員
長

伊
藤

満

副
執
行
委
員
長

二
村

和
弘

書

記

長

宮
波

峰
子

会

計

奥
村
佐
代
子

１２月２６日は、
１月１０日号と
の合併・新年
号となりま
す。


